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概 要 

 

大阪市立科学館プラネタリウムは２０２２年２月２日にリニューアル作業を終えオープンした。このリニュ

ーアルでは、２０１９年に実施したリニューアルの第２弾であり、第１弾とあわせて全体のリニューアルとな

った。今回は、２０２１年８月末から２０２２年の１月まで臨時休館をし、全天周映像システム、音響システ

ム、座席数の変更を伴う更新を行い、あわせて床面の改装、ドーム面の清掃、ホワイエのデジタルサイネ

ージや簡易音響装置の設置を含む改装を行った。本稿では、このリニューアルについて報告する。 

 

1．はじめに  

大阪市立科学館は１９８９年１０ 月に開館し、当時

世界２位のドームスクリーン直径を誇る超大型のプラネ

タリウムを設置した。この時のプラネタリウム投影機はミ

ノルタ株式会社のインフィニウムαであり、その動作と

マルチスライドや特殊投影機による演出、立体音響を

三菱電機製ミニコンピュータＭＥＬＣＯＭのコントロー

ルによる全自動演出投影機能を特徴としていた。 

一方で、大阪市立科学館の前身の大阪市立電気

科学館は１９３７年３月に日本初のプラネタリウムを持

つ施設として開館し、１９８９年５月までの５２年に渡り、

学習・レクリエーションの場として定着していた。このと

き設置されたプラネタリウム投影機は、発明会社のドイ

ツのカールツアイス社が世界向けに販売した初のモデ

ルであり、操作者が全てその場で操作をするものであり、

生解説で天体 現象の紹介をしていた。初期のころの

解説については、嘉数２０２２[１ ]などを参照されたい。 

そ の後 ２ ０ ０ ４ 年 には 、 投 影 機 を インフ ィ ニ ウム Ｌ

-OSAKA に更新。コントロールは WindowsＰＣになった。

同時に全天周映像システムとして、五藤光学のバーチ

ャリウムＩＩ（Ｄｉｇ ｉ ｓ ｔａｒ3）を導入した。これも Windows

（ＸＰ、のちに７）をベースに全天周映像の再生と、3Ｄ

宇宙シミュレーター（スペースエンジン）を導入した。ス

ペースエンジンの導入は日本でも最初期であり、投影

機コンソールから、全天周映像システムのマクロプログ

ラムを読み出せるようにした。 

さ ら に ２ ０ １ ９ 年 に は 投 影 機 を イ ン フ ィ ニ ウ ム Σ

-OSAKA に更新した。この際、全天周映像システムの

更新は見送ったが、これは解像度とコントラスト、明るさ

などで満足できる機種が２０２０年の東京オリンピックに

向けて開発されるという予想があったからで、リニュー

アルを 2 回に分けることにした。 

そして、今回２０１９年に続くリニューアル第２弾とし

て、２０２２年２月２日のリニューアルオープンに向けて

全天周映像システムを更新し、あわせて、音響、座席

などの更新を行った。 

 

2．コンセプト 

今回のリニューアルでは、従来行えなかった光学プ

ラネタリウム投影機と、全天周映像システムの描く宇宙

のシンクロの実現を目指した。地上の星空から宇宙ま

で「シームレスに」移行しながら紹介することで、見てい

る宇宙の映像が、自分たちが見ている星空の続きであ

ること、自らも宇宙の一員という実感を自然に、しっかり

ともってほしかったからである。 

また、今回は、上質というキーワードもしばしば使っ

た。プラネタリウムはあらゆる世代が最先端もふくむ宇

宙の科学を楽しく学べる場所だが、新規なものが好き

な子供だけでなく大人も快適に雑念なく学んでほしい

し、よい思いをもって帰路についてほしいためであった。

コンセプトアートも大人を意識したものにした。（図１）  

図 1 リニューアルコンセプトアート 
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3．リニューアルの概要   

今回のリニューアルは、２０１９年（２０１８年度）に実

施したリニューアルの第２弾となるものである。２０１９年

のリニューアルでは、主として光学的プラネタリウムの

更新を行った。この際の主なリニューアル内容を表１に

示す。また、このリニューアルでは、全天周映像システ

ム更新計画策定も行っている。これは、近い将来のリ

ニューアルで全天周映像システムの更新を行うことを

念頭に、設置スペースの確保等、円滑に工事を進め

ることを配慮したものである。 

このリニューアルに引き続く形で、２０２２年（２０２１

年度）、第２弾のリニューアルを実施した。今回のリニュ

ーアルは、全天周映像システムの更新を中心に、音響

システムについても更新を行った。さらにホール内では

座席の更新、床面の改装、扉の一部改装を行ったほ

かドームの清掃をし、ホワイエも床面の改装、サイネー

ジの設置を行った。主なリニューアル内容を表 ２に示

す。リニューアルの契約金額は４．３８９億円である。 

リニューアルにあたっては、全天周映像システムに

おいて高性能のスペースエンジンを提供できること、既

存の光学式プラネタリウムと完全に同期させるシステム

を構築することを条件に選考した結果、契約業者とし

てコニカミノルタプラネタリウム株式会社を選定した。 

 

表 1 2019 年のリニューアル内容  

機器  内容  

光 学式プラ

ネタリウム 

・本機 Infinium ΣＯＳＡＫＡ  

・補助投影機 Media Globe Σ 

・超新星投影機  

音響機器  ・ミキサー更新 DM-1000VCM 

・プレーヤー更新  ソリッドステートプレイ

ヤー 

追加機能  ・PC-Player 導入  

・タブレット操作、音声認識  

ホール安全

化  

・ステージ拡張、下部階段踏み面拡張  

・オムニマックス映写機部座席化  

・コーブライト更新  

・コンソール裏貫通通路扉設置  

オ フ サ イ ト

環境  

・ミニドーム（直径 3ｍ）設置  

・統合 PC、Media Globe Σ シミュレーシ

ョン 

・オフライン PC 導入  

更新計画  ・全天周映像システム更新計画策定  

 

表 2 2022 年のリニューアル内容  

機器  内容  

全 天 周 映 ・スペースエンジン Media Globe ΣSE 

像 シ ス テ ム

更新  

・プロジェクタ SONY VPL-GTZ380（6 分

割で投影）  

・アマテラスサーバー導入  

音響機器  ・天井スピーカー更新  

・コントロール装置一新  

座席改修  ・シート交換  

・シートピッチ変更、座席数 262 席に 

・階段段差変更  

付帯業務  ・メンテナンス灯増設  

・スポットライト増設  

・ホール扉改修  

・ドームスクリーン清掃  

・ホワイエ改修  

サイネージ ・デジタルサイネージ設置  

オ フ サ イ ト

環境  

・Media Globe ΣSE（デスクトップ型 1

台、ノート PC 型 2 台）  

・アマテラスサーバー（予備機兼）  

 

 

担当業者とのリニューアル作業の打合せは、２０２１

年度に入ってから第１回を 4/28 に実施し、その後はお

おむね２週間に１度の頻度で行った。プラネタリウムを

含めた施設整備のための長期休館は、2021/8/23～

2022/2/1 と予定されていたため、４月～８月にかけて、

定例打合せにより、順次各機器の仕様の検討・確定、

必要機材の手配を行っていった。主な検討事項は表

3 の通りである。 

 

表 3 打合せでの主な検討事項  

項目  内容  

シ ス テ ム 構

成  

・MediaGlobeΣSE、アマテラスサーバー

を含めたシステム全体の接続、配置  

・コンソール機器配置  

図 2 主要な工事範囲  
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プロジェクタ ・設置レイアウト 

・プラスワンプロジェクタ 

音響  ・システム構成、プラネタリウムとの制御

系統  

座席  ・座席見本確認、仕様確定  

内装  ・ドーム内装レイアウト 

・STEP 照明  

・カーペット材  

付帯設備  ・サイネージ 

・オフライン環境  

その他  ・パノラマ撮影  

 

長期休館となる 8/23 より直ちに工事が開始された。

主な工事のスケジュールは表 4 の通りである。ホール・

ホワイエでの建設作業を伴う主要な工事が 12 月末ま

で行われ、年明けからは設置機器の調整・動作確認、

追加工事等が行われた。 

 

 

表 4 スケジュール工程表  

項目  8 月 9 月 10 月  11 月  12 月  1 月 

全天周映像システム                   
   既存機器撤去    搬入・設置  動作確認   是正   
ドーム内装・座席                    
 座席・造作解体  床・階段ほか製作  カーペット張替  座席設置    
音響設備                    
    既存設備撤去   設置    調整・試運転    

ホワイエ・階段                    
       配線  サイネージ設置  床張替     

 

 

年 明 けから の 設 置 機 器 の調 整 作 業 と 並 行 して、

我々の側でも新プラネタリウム番組の上映準備や、操

作研修、科学館職員全体でのホールを使った研修等

も実施した。 

最 終 的 に機 器 設 置 検 査 を 2022/1/21 に行 い、

2022/1/28 に工事完了となった。 

 

表 5 工事完了前後のスケジュール 

日付  内容  

2022/1/21 ・機器設置検査  

2022/1/22 ・ホール内にて職員研修  

2022/1/28 ・工事完了  

2022/1/30 ・内見会  

2022/2/1 ・式典  

2022/2/2 ・リニューアルオープン 

 

4．全天周映像システム 

本リニューアルの中心をなすのは全天周映像システ

ムである。全天周映像システムは、既存のコニカミノル

タプラネタリウムのインフィニウムΣ-OSAKA と「シーム

レスに」接続できることからコニカミノルタプラネタリウム

に更新業務を委託した。 

また、全天周映像の没入感をあげ、あたかも宇宙に

いるような感覚を得るために、次の点に気を遣ってシス

テムを構成した。 

１）解像度の向上  

リニューアル前の全天周映像システムは、ドーム直

径が約 3200 ピクセルの解像度であった。近年の他

のプラネタリウム施設での全天周映像システムの導

入事例を見渡すと、ドーム直径が 4000 ピクセル（4K）

程度の解像度が標準的である。また、ドーム径の小

さい館ほど、同じ解像度でも体感的に高精細に感じ

る効果があるため当館のように大きなドーム径を持

つドームには、4K を上回る解像度のシステムが望ま

しい状況であった。 

解像度以外の性能への要請やメンテナンス性 、維

持費等の要素を勘案し、最終的にはドーム直径を

約 6000 ピクセルとするシステムを構築することとし

た。 

 

２）画面の継ぎ目をめだたせない  
リニューアル前の全天周映像システムでは６台のプ

ロジェクタでドーム全面をカバーしていたが、特に全

面が真っ黒な状態や、全面が真っ白な状態の場面

などで、プロジェクタ間の継ぎ目が見えてしまい興ざ

めであった。リニューアル後もプロジェクタ６台でドー

ム全体をカバーするが、プロジェクタ間の継ぎ目を

極力目立たせないようシステム構成と設置調整を求

めた。 
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３）背景光が目立たないコントラストの向上  
リニューアル前の全天周映像システムでは画面を真

っ黒にした状態であっても、プロジェクタの背景光に

より、ドームがうっすらと明るくなってしまい、特にプラ

ネタリウムの星空との重ね合わせでは暗い星が見え

なくなってしまうほどであった。今回のリニューアルで

は、コントラストの高いプロジェクタを採用し、黒い映

像を出した時にドーム内に投射される光を極力抑え、

しっかりと暗い場面を演出できるようにした。  
 

４）映像の明るさの維持  
リニューアル前から、当館の全天周映像システムは、

他館の設備に比べて画面の明るさが明るいことが特

色であり、映像の色合いをよく感じることができる点

が良い点であった。今回のリニューアルでも、この性

能は維持し、リニューアル前と同等の明るさを確保

するよう機器の選定を行った。 
 
4-1．構成（既存システム含む）  

本リニューアルで全天周映像システムの構成は、お

おまかに図３のとおりである。 

既存システムとは、統合コンソールを介して日周、年

周などの時刻と地球上の場所（緯度、経度）を共有で

きる。星空は既存の全天補助投影機と今回リニューア

ルをした全天周映像システムのいずれとも連動させる

ことができる（連動を切ることもできる）。 

 

今回の全天周映像システムでは、リアルタイムで宇

宙映像を作るスペースエンジンに、コニカミノルタプラ

ネタリウムのメディアグローブΣSE をおいており、４つの

イ メ ー ジ ジ ェ ネ レ ー タ （ 通 称 IG ） か ら 各 々 2.8k ×

2.8K/60fps または 3K×3K/30fps の映像を出力して

いる。４つの映像は「田の字」型に接合される 5.6K×

5.6K または 6K×6K の映像である。この映像はアマテ

ラスサーバーに送られ、そこで 4K×2K の高輝度プロジ

ェクタ６台に継ぎ目の円滑化などの画像補正がリアル

タイムにされ、6K×6K の全天周の映像がドーム全体

に表示される。これは６入力だと帯域的に無理なので

４入力にするためにこの形式にしている。 

また、アマテラスサーバー自身もメディアサーバーと

して最大 6K×6K の全天周映像ファイルを出力できる。

（より小さな画像ファイルも出力できる）あわせて、映像

スイッチから入 力 される映 像 （ 4K×2K/60fps または

3K×3K/30fps）を任意サイズで出力することもできる。 

図には表さなかったが、スイッチには、他に表６のよ

うな入力ができる。最終出力をアマテラスサーバーに

委ねることとスイッチをかまし、これらも統合コンソール

から手動またはプログラムでスイッチできることで、非常

に柔軟な運用ができるようにしているのが特徴である。  

なお、この 5.6K「田の字」型入力は、従来は設定さ

れておらず、今回の納品にあわせて開発を依頼したも

のである。 

 

 

図 3 全天周映像システムの構成概要  
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表 6 スイッチへの入力（4K×2K/60fps まで）  

ソース 信号  

PC プレイヤー FHD（最大 4K×2K）  

Blu-ray プ レ イ ヤ

ー 

FHD（一部 4K×2K）  

イメージ PC FHD 

舞台 HDMI 端子  FHD（ ステージ、中 央 ピット、中

段左右から切り替え）  

入力１～４  最大 4K×2K コンソール設置  

 

表 7 スイッチからの出力（4K×2K/60fps まで）  

１入力を複数出力に割り当てることも可能  

出力先  信号  

アマテラスプレイヤー×２  最大 4K×2K 

プラスワンプロジェクタ FHD 

デジタルサイネージモニタ

×３  

最大 4K×2K 

メディアグローブΣSE NDI 

 

4-2．スペースエンジン 

４－１で述べたように、本リニューアルでは、スペース

エンジンとしてメディアグローブΣSE（ＭＧΣＳＥ）を選

定した。スペースエンジンの使用方法として、従来のバ

ーチャリウム II と同様に、宇宙空間の任意の場所から

の映像を再現できること。豊富な３Ｄモデルを内蔵し、

リアルな光景再生ができることは必須条件であり、本ス

ペースエンジンは特に地球を含む惑星の表面の光景

を、夕景夜景朝焼け、さらには雲などをリアルに再現で

きるのが特徴となっている。（図４）  

ただし、これらは他のスペースエンジン、たとえば E&S

社の Digstar7 やツアイス社の UNIVIEW など同等なも

のはある。今回は特に既存の光学プラネタリウムのイン

フィニウムΣ-OSAKA との連動性、特に星空が時間、

場所の変化をしても完全に重なり「シームレス」に利用

できること。統合コンソールからプログラミングもふくめ

自在にコントロールできることがポイントである。 

一方で、単純に全天周映像を上映するだけであれ

ば、このような機能は必要なく、むしろシステムが複雑

な分、コマ落ち等の映像の品質の劣化の原因となるた

め、全天周映像の再生機能は主にメディアサーバー

であるアマテラスサーバーに担当させることにした。 

さて、今回導入したスペースエンジン、ＭＧΣＳＥは、

６台の PC で構成される。マスター１台、イメージジェネ

レータ（ＩＧ）４台、ハイブリッド１台である（図５）。すべ

てプラネタリウムの座席下にある空調を強力に効かせ

たＣＰＵ室に設置してあり、現地とＫＶＭエクステンダ

ーでのコンソールからコントロールができる。 

マスターは全体の統合を行うものであり、プログラム

もここに収納される。モニターにはこのマスターＰＣの画

面（２画面）を出して基本的なコントロールやプログラミ

ングを行う。 

ハイブリッドは光学式プラネタリウムとの連動を行うた

めのユニットであり、統合コンソールからの信号の受け

付けなどを行う。ＩＧは、実際に映像を生成、送出する

ユニットであり、全天分の映像を田の字型に４分割し、

４台のコンピュータで 5.6K×5.6K/60fps を生成してい

図 4 ＭＧΣＳＥで再現したハワイ上空から見た日の

出朝焼けや大気の減光、光の当たり方などがリアルタ

イムでシミュレートされ全天映像として再現される。 

図 5 ＣＰＵ室に設置されたＭＧΣＳＥのＰＣ  
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る。30fps にすれば 6K×6K も可能だが、見かけ上あま

り差がないことと、動画として見た時のコマ間のブレが

少ないことを重視し、60fps を常用としている。 

 

4-3．メディアサーバー（アマテラスサーバー）  

当館の全天周映像システムでは、上映用のプロジェ

クタを計６台で運用している。この６台のプロジェクタに

入力する映像は、それぞれのプロジェクタに対応した

映像を生成して送出する必要がある。特に全天周動

画の再生を行う前には、あらかじめ全天周のマスター

ファイルから、各プロジェクタ用に別々の動画を切り分

けて作成しておくスライスと呼ばれる作業が必要であっ

た。 

また６台のプロジェクタの境目にはずれが生じるため、

このつなぎ目が分からないように上映するには、設置

の際の微妙な調整が必要であった。 

そこで今回の全天周映像システムの更新にあたって

は、スペースエンジンなど様 々な映像からの信号を統

合し、最適な補正を行ってプロジェクタに出力するため

の、メディアサーバーを導入することにした。 

このメディアサーバーとして、大規模ライブコンサート

などの現場でも実績のある、アマテラスサーバーを導

入した。スペースエンジンであるＭＧΣＳＥからの出力

を、アマテラスサーバーを経由して出力することで、投

影機の変動も吸収し、安定した映像を届けることが可

能となる。 

今回の構成では、スペースエンジンであるＭＧΣＳ

Ｅからは、４分割したドームマスター映像を同期出力す

るようにした。これは、ＭＧΣＳＥのイメージジェネレータ

（ IG）となる 1 台の PC で描画可能な映像が、サイズ

2.8K×2.8K で毎秒 60 フレーム（60ｆｐｓ）が最大である

ためである。そこで、イメージジェネレータ 4 台を組み合

わせ、5.6K×5.6K（60ｆｐｓ）のドーム映像を作成してい

る。この 4 分割したドームマスター映像を、アマテラスサ

ーバーに送出している。 

一方、アマテラスサーバーからは各プロジェクタ用に

4K×2K（60ｆｐｓ）の映像信号が出力される。6 台の各

プロジェクタはアマテラスサーバーに接続されており、

全体としてドーム全体に 6K の映像が描かれる。さらに

アマテラスサーバーの映像補正機能により、各 プロジ

ェクタには最適な補正された映像が送出される。 

このようにアマテラスサーバーを使うことで、スペース

エンジンからの４系統の入力を、６台のプロジェクタに

分配して出すという、変則的な運用が可能となった。 

 

 

なお、スペースエンジンを介さない全天周映像に関

しては、アマテラスサーバーに動画ファイルをコピーす

るだけで、スライスの作業も必要なく、簡単に再生でき

る。 

さらに、Picture in Picture（PinP）機能を用いて、全

天周動画の中に、プレゼンテーション映像を出力する

こともできる。この機能は、通常投影中に、パワーポイ

ントで作成した説明パネルを表示するためなどに使用

している。 

アマテラスサーバーへの入力は、ＭＧΣＳＥのイメー

ジジェネレータ 4 チャンネルに加え、外部入力として、

4K×2K で 60p の HDMI 入力端子を 2 本持っている。

この外部入力は、通常の運用では、PC-Player のパワ

ーポイントの画面を入力しているが、HDMI マトリクスス

イッチの切り替 えにより、外 部 入力 も可能 になってい

る。 

なお、このＭＧΣＳＥの 4 チャンネルと外部入力の 2

チャンネルは、アマテラスサーバーの帯域の問題から

60ｆｐｓのままでは同時に入力できない。一方、ＭＧΣ

ＳＥ側の出力は 60p で固定されている。そこで、入力ソ

ース（SE 側）は 2.8Kx2.8K（60ｆｐｓ）のまま、アマテラス

サーバー側の設定変更で負荷を落とした 30p 入力とし

て扱うモードを用意した。通常は 5.6Kx5.6K（60ｆｐｓ）

で SE の映像を表示しつつ、外部入力の PinP 映像を

重ねる時は、必要に応じて解像度そのままで 30ｆｐｓに

切り替えて合成表示する方法をとる。 

アマテラスサーバーには手元の PC やタブレット、カメ

ラ入力のライブ映像のほか、インターネットに接続して、

外部からの映像をリアルタイムで取り込むことも可能で

ある。これにより、遠隔地の星空をそのままドームスクリ

ーンに映写する本物の星空のライブ中継のようなイベ

ントを実施することもできるようになり、プラネタリウムの

演出の幅が広がった。 

  

図 6 アマテラスサーバーへの入出力  
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4-4．プロジェクタ 

今回の全天 周映像 システムの改修にあたっては、

旧システムの映像の明るさは保ちつつ、全天周映像の

解像度を上げ、また明暗のダイナミックレンジも向上さ

せることを目的とした。 

映像を投影するための主要機器となるプロジェクタ

の選定するにあたって、目標とする映像の質と、現在

販売されている機種の性能を検討して、必要な明るさ

を確保するため、全天を 6 分割して 6 台のプロジェクタ

を用いて投影することとした。 

6 分割で投影することを前提に、求めるプロジェクタ

の性能として 

・  全 天 解 像 度 （ ド ー ム 子 午 線 上 の 解 像 度 ） ： φ

6,000pixel 以上  

・  明るさ：プロジェクタ 1 台あたり全光束 10,000ANSI

ルーメン以上  

・  コントラスト比：15,000：１以上  

を設定し、これを満たすプロジェクタとして、高い明暗

のダイナミックレンジと高い色彩の再現性を兼ね備えた

SONY の最新レーザープロジェクタ GTZ380 を採用す

ることとした。このプロジェクタを６台組み合わせることで、

解像度については旧システムの４倍となる 6K×6K の

超高解像度映像を作ることが可能になるとともに、高コ

ントラスト比を持つことで、明るい映像と同時に、宇宙

の暗闇を描写することが可能となった。 

各プロジェクタの主な仕様は、下表の通りである。 

 

表 8 全天周プロジェクタの仕様  

機器  仕様  

全天周 プロ

ジェクタ 

・SONY VPL-GTZ380 7 台（予備機 1

台）  

・レンズ VPLL-Z800B 6 台 

・解像度  4096×2160 

・光出力  10000 ルーメン 

・コントラスト比  16000：1 

・光源  レーザーダイオード 

・重量  本体  約 51kg、レンズ 約 4kg 

 

全天周映像用の各プロジェクタは、アマテラスサー

バーに接続され、アマテラスサーバーから出力される

4K×2K で 60p の映像信号により、全体としてドーム全

体に 6K（60p）の映像が描かれる。 

６台のプロジェクタは、ドーム周辺に、図のように下

側ステージ裏側に３台、上段ギャラリーに３台配置して

いる。今回、プロジェクタが大型化したことに伴い、下

段ステージ裏側のプロジェクタは、ドーム内ステージに

はみ出す形になっている。そのため、特製のカバーを

作成し、来館者の方が直接触らないようにしている。  

 

上段通路には、正面（ 南西 側） に向けて予備機を

設置している。これは、万一正面を担当するプロジェク

タが故障した際を考慮したものである。正面を担当す

るプロジェクタが映らないと、投影中止にせざるを得な

い。しかしプロジェクタの重量は 50kg 以上あり、予備機

との入れ替えは事実上不可能である。そこで予備機を

倉庫に置いておくよりは、あらかじめ設置した方が有用

であるとの判断による。予備機を使用した場合、アライ

メントはいくらかずれてしまうことになるが、暫定的に投

影を継続することが可能となる。 

一方、全天周プロジェクタとは別に、独立して映写

可能なプラスワンプロジェクタ 1 台も更新設置した。こ

ちらは主に客入れ時や、講演会などでドーム正面にプ

レゼンテーション映像を出すためのプロジェクタで、明

室 でも見 やすいよう、明るさを重 視 して機 種 選 定 し、

Panasonic の PT-MZ16KJLB を導入した。 

プロジェクタの主な仕様は、下表の通りである。 

 

表 9 プラスワンプロジェクタの仕様  

機器  仕様  

プ ラ ス ワ ン

プロジェクタ 

・Panasonic PT-MZ16KJLB 1 台 

・レンズ ET-EMS600 1 台 

・解像度  1920×1200 

・光出力  16000 ルーメン 

・光源  レーザーダイオード 

・重量  本体  約 22kg、レンズ 約 5kg 

 

  

図 7 プロジェクタ配置図  
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4-5．オフライン開発環境  

オフライン開発環境については、２０１８年度のプラ

ネタリウムリニューアルの際に、ミニドームの設置、光学

式プラネタリウム制御用の統合 PC と、補助投影機の

MGΣ制御用 PC の動作をシミュレーションする開発環

境を導入していた。 

しかし、最も開発に時間のかかる全天周映像システ

ムは、このオフライン環境に適合していなかった。さらに、

開発環境と本番環境は切り離されており、ネットワーク

を介してのデータの受け渡しはできなかった。 

今回、全天周映像システムをリニューアルにあたっ

て、全天映像のプログラミングも、ミニドームを使って開

発ができるようにするとともに、開発環境と本番環境の

接続を行い、容易にデータを送受信できるようにした。 

リニューアルで新たに導入した機器は、下表の通り

である。全天周映像システムであるＭＧΣＳＥの開発

環境として、デスクトップ型のオフラインシステム 1 式と、

ノート PC 型のオフライン機２台を導入した。デスクトッ

プ型のＭＧΣＳＥはマスターコンピュータ、ハイブリッド

コンピュータ、描画コンピュータの 3 台の PC からなるシ

ステムとなっている。ハイブリッドコンピュータは、光学

式プラネタリウムからのデータと、SE からのコマンドを受

け取る PC であり、これにより光学式プラネタリウムの統

合 PC と連動する。 

また、アマテラスサーバーは、オフライン開発環境で

使用するとともに、本番環境の予備機を兼ねている。

オフライン用のアマテラスサーバーは、2 台の SSD のう

ち 1 台を本番環境のバックアップデータが入っており、

もう 1 台をオフライン環境用に使用している。 

これらのシステムと、２０１８年度のリニューアル時に

導入した光学式プラネタリウム制御用の統合 PC と MG

Σ制御用 PC を組み合わせ、本番環境と同等のプログ

ラミングが可能となっている。 

番組制作は、プラネタリウム準備室でデスクトップ型

のＭＧΣＳＥオフライン機を用いてプログラムすることが

メインの使い方である。 

作成したスクリプトの確認は、スタジオ（ ST）表示用

のモニターで確認するほか、ミニドームを使っても確認

できる。ミニドームを使う場合は、アマテラスサーバーを

立ち上げて、アマテラスサーバーがキャプチャーした映

像をプロジェクタから投影する形になる。また、ミニドー

ム周辺にあるスピーカーから、音の確認もできる。  

作成したスクリプトファイルは、ネットワークハードディ

スクを経由して、本番環境の PC にデータを移行するこ

とが可能である。 

ＭＧΣＳＥオフライン PC のノート PC 型のうち 1 台は

事務所に配置しており、プラネタリウム準備室まで行か

なくても、作業できるようにしている。  

表 10 新たに導入したオフライン機器  

機器  仕様  

ＭＧΣＳＥ  

デスクトップ

型  

・ コ ニカミ ノル タプ ラ ネ タリ ウム製 特 型

（PC3 台からなるＭＧΣＳＥシステム一

式）  

・19 インチモニター2 台（ドームマネージ

ャーDM およびスタジオ ST 表示用各 1

台）  

・サーバーラック 

・スイッチングハブ、KVM 切替器  

ＭＧΣＳＥ  

オフラインノ

ー ト PC （ 2

台）  

・ノート PC（DELL G5 15）  

・別途、スタジオ ST 表示用大型モニタ

ーを追加して使用  

ア マ テ ラ ス

サーバー 

・オリハルコンテクノロジー製特型  

 

 

 
 

説明用のイラスト作成や写真データの加工は、２０１

８年のリニューアル時に導入したオフライン PC に入れ

てある Illustrator や Photoshop などで作成し、ネットワ

ークドライブを経由して、ＭＧΣＳＥの開発環境に移動

している。 

  

図 8 オフライン環境のミニドーム 

図 9 オフライン環境の構成図  
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4-6．その他（ＬＡＮ、空調設備など）  

ここまでで述べたように、今回のリニューアルでは、

既存の光学プラネタリウム、連動全天ビデオ投影機に

加え、新規の全天周映像システム、音響システムが加

わった。 

これらは、基本的に投影担当者がコンソール（統合

コンソール）から全てコントロール出来るようにしており、

各種モニターなどもコンソールで行う。 

また、システム全体では音響、映像もふくめ、多くが

デジタルデータでやりとりが行われる。この系統は、製

作環境（オフサイト）やホワイエにも接続して、製作と本

番相互のデータのやりとりや必要に応じて本番環境へ

のバックアップを兼ねられるように考えた。 

そのために、コンソールと各種機器のコントロールＰ

Ｃが置かれたＣＰＵ室を中心に、ＬＡＮを張り巡らした。 

一方、映像については大容量のやりとりが必要なた

め、HDMI や DisplayPort などの映像ケーブルでやりと

りしている。映像については、各種イベントや投影担当

者の自由な発想での映像機器利用などを考え、外部

の映像信号を適宜切り替えられるようにした。 

ここでは、おおまかなＬＡＮや映像システムの構成に

ついて述べる。 

 

4-6-1．ＬＡＮシステム 

ＬＡＮは、インターネットに接続している学芸ＬＡＮを

ふくめ６系統になっている（ 図１０）。統合 Ｐ Ｃという全

体の旗振りをするＰＣをコアにし、４つのコントロール系

（基本スタンドアロン）が広がる。 

１つ目は、ＭＧΣＳＥ用、２つ目は全天周星座絵投

影機用、３つ目はアマテラスサーバーやＰＣプレイヤー

など様々な周辺機器のコントロール用とデータやりとり

用でオフサイトのＮＡ Ｓにもつながっている。４つ目は

光学式プラネタリウムとの信号のやりとり用である。 

また、このほかに、オフサイトの開発環境まわりのＬＡ

ＮがありＮＡＳを中心としたネットとなっている。 

そして６つ目が学芸ＬＡＮであり、オフサイト、コンソ

ール、ドーム裏などにケーブルがあり、学芸ＮＡＳを通

じてオフサイト開発用ＮＡＳ（本番環境と共用）とやりと

りができる。またケーブルのつなぎ替えで用意に外部

に出ていくことも可能である。 

さらに、ＬＡＮケーブルを使った映像転送用や、スポ

ットなどのＤＭＸ機器等のコントロール用がステージと

コンソール、ピット、ギャラリーに設置されているほか、

音響用の Dante ＬＡＮが音響ラック、コンソールとステ

ージをつなぐ。 

 

4-6-2．空調設備  

今回のリニューアルにあわせ、ギャラリーとＣＰＵ室、

オフサイト室にパッケージエアコンを新調した。従来の

エアコンやファンコイルが古くなったため、効率がよく、

現在の熱環境に対応したものである。 

図 10 LAN の構成図  
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5．座席・フロア 

今回のリニューアルでは、プラネタリウムの客席を全

面的に更新した。更新は２回目で２００４年以来１８年

ぶりとなる。また、座席の前後左右の間隔を広げた。こ

れは、海外からの利用者もふくめ来館者の体格が全

般に大柄になったので快適性をあげるため。新型コロ

ナウイルス感染症のまん延のような状況で、利用者通

しの距離を離すためである。これにより１９８９年の開館

以来３０年あまり３１８だった座席定員を２６７席に減ず

ることになった。 

また、座席の配置の変更、特に前後の距離を確保

するために、床面も全面的に改修を行った。あわせて

カーペットや階段のノンスリップ、照明などもフロア仕上

げも刷新した。 

 

5-1．概要  

今回のリニューアルでは座席、床面など全面的に更

新した。図１１に従来ならびに今回の場内の配置図を

示す。 

 

5-2．座席・フロア形状変更  

従来は、座席は上部が６列、下部が７列だったもの

が、リニューアル後は上部が５列、下部が６列になって

いる。また、下部両翼のスペースに座席が設置されて

いる。また上部の通路階段４カ所から２カ所になってい

る。また下部左右の階段の段ピッチが狭くなり、そのぶ

ん、段差が少なくなっている。 

図１２は、最下段 の写真である。従来は通路とツラ

で座席があったが、今回は段があがっている。 

これらの変更は座席の前後左右のピッチを広げた

上で最大限に座席数をとるようにしたためである。前方

にはスペースがあるが、この部分はドームスクリーンと

近すぎ、全体を見渡せないために利用しないエリアで

ある。一方で、後方はギリギリまで使い、左右も可能な

限りつめこんでいる。 

座席はオカムラの特注のイスを使用した。座面跳ね

上がり、ロック無しリクライニングは従来と同じである。 

座 席 は背 中 から上

がビニルにしてあり、

頭 の脂 など での汚

れがつきにくく、清

掃性が高いようにし

てある。 

 また、 イスは は ね

あげると隙間にひっ

かかりがなく、以 前

のイスで問題であっ

た服 地 など の挟 み

込みが起こらなくな

った。さらに、生 地

は アルコ ール消 毒

に対応し、すり切れ

にくいものを選択し

ている。 

 また、将来的に指定座席での使用にも対応できるよ

うに、みやすいナンバリングをすべての座席の背もたれ

上部に、すり切れにくい彫り込み文字入りのパネルで

配置した。 

 なお、座席はロック無しのリクライニング式である。リク

ライニング角度は、プラネタリウムの下部で深く（ ５→２

５度）、上部で浅くするようにしてある。一部、中段通路

の前後については、段差が大きく、背もたれと干渉す

る加減から角度の変更が少なめになっている。 

  

図 11 従来とリニューアル後のプラネタリウムの座席等の配置  

図 12 最前列のイスと通路。通路から段があがった

ため転落防止柵を設置した 
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5-3．フロア・階段しあげ 

プラネタリウムホールは単なる映像の観覧場所では

ない。そこには、観覧者が空間全体を満天の星の下、

あるいは漆黒の宇宙空間と感じ、没入できる演出環境

としてのデザインが求められる。これが他の劇場にない

特殊性である。このため、従来はドームスクリーン以外

の部分においては漆黒の闇に溶け込ませる明度の低

い色彩でデザインされることが好まれた。また、同様に

没入環境に重要な音響環境の構築のため、ホールの

フロア材については、足音の低減（静粛性）、演出音

の反響抑制等から合成繊維の織物を素材とするタイ

ル（シート）カーペットが一般的であった。要するに、プ

ラネタリウムホールのフロアは、視覚的、聴覚的に本来

の環境演出の邪魔になるノイズを減らすことを基本に

デザインされてきた。 

しかし、２０１９年（第１弾リニューアル時）に導入した

Ｌ Ｅ Ｄ を光 源 とする光 学 式 プラネタリウム（ INFINIUM 

Σ-OSAKA：コニカミノルタプラネタリウム株式会社製）

と、全天周映像投影用に今回採用したレーザープロ

ジェクタ（VPL-GPZ380：ソニー株式会社製）の明るく、

色彩豊かな表現力は暗闇に対する要求を緩和し、デ

ザインの自由度を上げるものであった。そこで、配色デ

ザイン、使用床材について、従来の基本に加え、安全

性、清掃性（清潔性）、耐久性に関する検討の幅を広

げることを試みた。 

まず、安全性については、入退場時の明室環境及

び投影中の暗闇での視認性を高めることを追求した。

これは、従来の原則に反するものであるが、幅広い年

齢層が利用するプラネタリウム、特に当館の如く傾斜

式ドームスクリーンを持つプラネタリウムでは、階段での

転倒は大きな怪我に繋がる危険性をはらんでおり、特

に安全性向上のため視認性の優先度を上げた。具体

的には、あえて通路、階段の踏面の明度を上げ、通路

の視認性を高める配色とした。一方で客席部は明度

を下げてコントラストを付けることで通路とそれ以外の

部分とに視覚的な結界を設けた。ただし、階段の蹴上

部は、階段を上がる際に、段差が明瞭となるように明

度を下げた配色とした。また、客席前方のステージ部

は通路でないことに加え、どの客席からもドームスクリ

ーンの映像部とホール床面の境界が目に入るため、こ

の部分は映像空間の邪魔とならないよう黒無 地とした。

（図 13）  

階段部の安全性を高める工夫としては、第 1 弾リニ

ューアル時に導入した階段ノンスリップ部に内蔵したＬ

ＥＤ照明の拡充も上げられる。従来は注意色である黄

色のノンスリップに赤色のＬＥＤと踏面には高輝度の蓄

光ラインを配置したが、特に危険が予見される、階段

を下りる際の視認性を高めるため、踏面にもＬＥＤを内

蔵した。ノンスリップの配色は、階段踏面とコントラスト

がつくように明度を下げてデザインした。また、ホール

への出入り口の階段についてもＬＥＤ内蔵のノンスリッ

プを新たに設置し、特に目が慣れていない状態でのホ

ールへの入場時の安全性向上を図った。 

 次に床材については、織物ビニル床タイル（ボロン：

株式会社アドヴァン製、ウェイフロア：株式会社川島織

物セルコン製）を採用した。これは、従来のカーペット

が繊維の奥深くに侵入する小さな埃や湿気の吸収に

よる雑菌の繁殖が防ぎえないのに対し、吸水、吸湿性

がないため水に強く防汚性に優れる。また、ダニやカビ

の発生もなく衛生面で優れている。さらに、耐摩耗性も

高く、歩行により摩耗、汚損しやすい通路中央部の劣

化が目立たず長期にわたる使用が可能であると判断

した。さらに、床材の繊維に起因する埃も皆無であり、

プラネタリウム機器の空冷用吸気フィルターの目詰まり

も解消できる。今回の改装では、プラネタリウムホワイエ

やプラネタリウムホールへの侵入階段（F,G 階段）など

も同様の床材で統一した。 

 最後に、当館のプラネタリウムホールは 1989 年開館

に合わせて設計されており、腰板が低く安全面で不安

があった。これらも、今回のリニューアルに合わせてあら

ためて各種投影機の投影範囲（見切り線）ぎりぎりまで

上げて、可能な範囲で手すりや転落防止柵を増設し

た。 

本来、プラネタリウム投影中の暗闇での観覧者の移

動は想定していない施設であるが、幅広い年齢層の

利用を受け入れている現実の中で、これら安全性の向

上については、常に配慮していくことが重要であると考

えている。 

 

 

図 13 ドーム内内装仕上げ平面図 
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5-4．その他  

プラネタリウム場内でのその他の変更としては、次の

とおりである。 

 

5-4-1．非常口誘導灯のコントロール 

従来非常口誘導灯は、独立したスイッチでのみ消

灯が可能であった。今回のリニューアルで、スイッチの

他、プラネタリウム統合コンソールからのプログラムで消

灯、点灯がコントロールできるようになった。なお、独立

スイッチとコントロールは切 り替 えスイッチで切 り替 え

る。 

なお、類似のこととして階段のノンスリップ前にしこん

だＬＥＤガイド照明も統合コンソールからも調光がコント

ロール可能となった。 

 

5-4-2．通路足下照明の撤去  

２００４年のリニューアル時に、投影前の準備と雰囲

気作りのために場内を暗くしても、通路が見えるように

階段と通路の可能な部分に蛍光灯による通路足下照

明をいれた。その後、蛍光灯の入手困難によりこれを

ＬＥＤに変更したが、ＬＥＤ灯具の配光が狭くかつ輝度

が高くなったための見にくさゆえか、階段での躓きや転

倒が目立つようになっていた。 

今回、後継の照明も検討したが、どうしても歩行支

援に効果的な配光をとることが難しいため全面的に撤

去することにした。 

図 14 従来の通路足下照明  

 

5-4-3．場内作業灯の強化  

２００４年のリニューアル時には、演出用と場内作業

用は同じＬＥＤのコーブライトを使っていた。しかし、演

出照明をより柔軟にできるようにした結果、これを両立

するのが困難なため、清掃などプラネタリウムを使用し

ていない時用に２０１９年のリニューアルで、場内作業

用にＬＥＤパーライト（ＰＲＲ  ＬＩＧＨＴ）を設置した。点

検・ 清掃作業などで暗いという声があったため、今回

パーライトの数を６灯→１０灯へと強化した。 

 

5-4-4．コンソールの独立照明スイッチ 

場内の入り口（下部、左右１カ所ずつ）には、従来、

通路足下照明と場内作業照明のつけ消しスイッチが

あった。コンソールにもこれと同じスイッチがあったが、

通路足下照明の廃止にともない、この機能は廃止した

（スイッチは残置している）。 

一方、コンソールには、独立スイッチとして、場内作

業照明、通路足下照明、非常口誘導灯と、場内作業

照明のスイッチの無効化ボタンがあった。 

 今回は場内作業照明、非常口誘導灯と、ボタンに通

電していないときの緊急時の全点灯メカニカルスイッチ、

非常口誘導灯の手動と統合コンソールコントロールの

切り替えスイッチ、場内作業灯の無 効化スイッチを配

置している。 

スイッチ配置については、直感的には以前と同じに

して、ヒューマンエラーを防ぐ配慮を行った。 

 

5-4-5．扉のかみ合い部の改修  

プラネタリウムへの来場者入退場扉は、外部からの

光を防ぐために金属製のかみ合いであり、開け閉めの

際に大きな音をたてるという欠点があった。 

今回、このかみ合いをゴムとモール状の部材に変更

することで音をたてにくくした。なお、遮光については

扉のかみ合い部に L 字型の遮光部をつけ、それによっ

て扉の開けにくい部分ができたが、通常、扉の開け閉

めは案内員が行うこと、緊急時でも内部から押せば自

然と開くことから、その形状でよしとした。  

  

図 15 コンソールにある独立照明スイッチ等の配置  
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6．音響システム 

本リニュ－アルでは、音響システムの大部分を更新

した。2004 年リニューアル時に導入したパワードスピー

カーであるメイヤーシステムが永年使用しても劣化が

少なかったことから、同じパワードスピーカーを導入し

た。一方で音響の 3D コントロールも行えるマネジメント

システムは故障が多く、また使用しない機能もあったの

でより簡素なものへと変更した。 

入力面では、ワイヤレスマイクを使用するイベントで

多くのマイクを必要とすることからマイクを 4→6 に増や

した。またデジタル化をすることでマイクチャンネルの干

渉のリスクを下げた。 

そのほか、全天周映像システムのＭＧΣＳＥとアマ

テラスプレイヤーの双方から音声が出力できるなどの

改変があったので、これに対応した。 

また、音声信号のデジタル転送をする Audinate 社

の規格の Dante を主要部に導入し、多チャンネルの音

声のやりとりをＬＡＮケーブル一本で行えるようにし、そ

のコンセントをステージに設置した。 

 

6-1．構成（既存システム含む）  

音響システムの全体の構成は図１６のとおりである。

 

図 16 音響システム構成図（概略図）  

 

音響の入力は、ＣＤや有線マイクなど既存のミキサ

ーに入るもの（アナログ入力）、Dante ハブを通してデ

ジタル入力されるもの。DSP に直接アナログ入力される

ものがある。赤外線補聴システムもアナログ入力されて

い る 。 既 存 ミ キ サ ー の う ち い く つ か の チ ャ ン ネ ル は

Dante に入りデジタル信号として扱われる 

 出力は DSP を介して、ドームのスピーカー群（6.2ｃｈ）

に出て行くが、制作室、ホワイエのスピーカー等でのモ

ニターも可能である。 

なお、音響は本来すべて Dante にして運用の効率

化をはかりたいところだったが、既存のミキサー対応の

Dante アダプターのチャンネル数が限られていたため、

デジタル、アナログが混在する。 

6-2．音響ソース（マイク含む）  

音響ソースは次の表のとおりである。 

 

表 11 音響ソースの一覧  

機器  型番・数量等  

グースネックマイク ISOMAX-4×1 台 (既存 ) 
ワイヤードヘッドセッ

トマイク 
ISOMAX ヘッドセット×1 台

(既存 ) 
ワイヤレスマイク 
（SHURE 社）  

ハンドマイク×3 本  
ヘッドセットマイク×3 本  

CD プレイヤー CD-500B×2 台  
CD-400U×1 台  

SSD レコーダー SS-CDR250N×1 台  

PC プレイヤー （既存）  
イメージ PC （既存）  

BD プレイヤー DMR-T2000R（既存）  
DMTR DA6400×1 台  

全天補助投影機  ＭＧΣ（既存）  
全天周映像システム ＭＧΣＳＥ×1 式  
全天周 メディアサー

バー 
アマテラスサーバー×2 式

（予備系等含む）  
 

6-3．スピーカー 

スピーカーは MayerSound 社のパワードスピーカー

を使用している。これは２００４年のリニューアルのさい

に採用し、大きな故障もなくパフォーマンスを発揮して

いたため再度採用したものである。構成は左・中央・右、

左後・天頂・右後に加え、前方にウーハー左右の 6．2

ｃｈ構成である。ドーム配置の断面図を図１７に示す。 

従来はこれに中段左右のコンサート用のスピーカーを

配置していたが、用法上あまり効果がなかったので今

回は省略した。 

スピーカーはパワードスピーカーであり、アンプはス

ピーカーに内蔵されている。プリアンプにあたる SMS が

ドライブする。またＤ級アンプであり、発熱が非常に小

さいのが特徴である。 

図 17 スピーカー配置図  
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7．ホワイエ 

館全体の中央広場であるアトリウムからプラネタリウ

ムへ向かう扉と客席扉の間の待合空間のホワイエに、

今回デジタルサイネージを２台→４台に追加設置し、

スピーカーも２台を備え、待合のさいの時間活用に幅

をもたせた。また、アトリウムにもサイネージを設置し、

毎日の投影当番をネット越しに更新できるようにした 

また、プラネタリウムへ向かう扉は全面を一枚の天体

写真とし（図１８）、統一感と期待感を持たせるようにし

た。床面も耐候性、防汚性が高いカーペットにはり替

えた。 

図 18 アトリウムとプラネタリウムを仕切る 8 面の扉。月

の巨大な写真を、フレームも含め全体にはめ込んだ、安

全対策で向こう側が見えるように穴をあけている。  

 

7-1．デジタルサイネージ 

更新前は、入場待機場所となるホワイエに置かれた

サイネージとして、ホール入場口上部に 50 インチの大

型モニター1 台と、旧オムニマックス映写室に小型モニ

ター1 台があるのみであった。これらのモニターでは投

影中のプラネタリウムの予告編動画を、メディアプレイ

ヤーを用いて、繰り返し流す機能しかなかった。 

また、ホール入場口に掲示している次の時間のプラ

ネタリウム番組表示、アトリウム入口前壁に掲示してい

る本日の投影担当者一覧は、マグネットシートを手作

業で貼り替えていた。 

そこで、新たに 5 台の大型サイネージディスプレイを

配置して、入場待機時に見ることができる予告編や注

意事項を流すとともに、担当者一覧、次の時間の番組

名表示の更新を自動化することとした。 

サイネージプレーヤーとしては、国内外で多数の導

入実績があり、PC なしで様々な構成の映像を流すこと

ができる、BrightSign 社のメディアプレイヤーを使用し

た。 

設置したモニター、およびサイネージプレーヤーは

下表の通りである。 

アトリウム入り口の担当者一覧表示には、65 インチ

の大 型 モニターを設 置 し、サイネージプレーヤーは

4K・Full HD のコンテンツをサポートするスタンダードモ

デルを使用している。 

ホワイエの入場待機時に番組トレーラーを流すモニ

ターは、待機列のどこからでも確認しやすいよう、3 台

設置した。ホール入り口上部には 65 インチのモニター

を設置したが、あと 2 か所は設置場所の制約から 50 イ

ンチモニターとした。これらの 3 つのモニターには、同

一のサイネージプレーヤーを接続し、同じ映像が流れ

る よう になっ ている 。こ のサイネ ージプ レ ーヤーは 、

HDMI 入力に対応したフルスペックモデルを使用して

いる。 

ホール入場口の毎時の番組名を記載するモニター

は、設置場所の制約から 43 インチモニターとした。こち

らのモニターは、基本的に次の時間の番組名を静止

画表示するのみなので、サイネージプレーヤーは Full 

HD のコンテンツをサポートするエントリーモデルを使用

している。 

 

表 12 デジタルサイネージ一覧  

場所  モニター

台数  

モニター サイネージ

プレーヤー 

アトリウム入 口

前壁  
1 台  TH-65EQ1J HD1024 

・担当者一覧を掲示  
・毎日更新の必要  

ホワイエ 3 台  TH-65EQ1J 
TH-50EQ1J 
TH-50EQ1J 

XT1144 

・番組トレーラー、注意事項などをル

ープ再生  
・番組入れ替え時に更新  

ホール入場口  1 台  TH-43EQ1J LS424 

・毎時の番組名を記載  
・番組入れ替え時に更新  

 

図 19 アトリウム入口の担当者一覧サイネージ 
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サイネージプレーヤーは、ＬＡＮケーブルを経由して、

事務所からも操作可能になっている。 

ホール入場口のモニターを除く各モニターは、サイ

ネージプレーヤー以外に、ホール内で解説 PC 等の映

像を切り替えるために使用する HDMI マトリクススイッチ

から入力も受け付けるようになっており、必要な場合は、

ホール内で使用しているパワーポイント等の映像も分

波できるようになっている。 

運用のためのサイネージプレーヤーで表示するコン

テンツは、専用のオーサリングソフトで作成する。この

作業は、事務所からも可能である。 

ホワイエで流す番組トレーラー、およびホール入場

口で表示する毎時の番組 名については、３ヶ月に一

度、番組入れ替え時に更新すればよい。  

一方、アトリウム入り口で表示する当日の投影担当

者は、毎日更新する必要がある。担当一覧表をサイネ

ージプレーヤーで表示するためには、これを画像として

作成する必要がある。毎朝の作業としては煩雑である

ので、別途画像作成専用のエクセルファイルを作成し

た。これは、エクセルのプルダウン機能を利用して、投

影プログラム、担当者を選択すれば、選択結果に応じ

て、自動で担当者名を切り替えた画像データを作成

するようにしたエクセルファイルである。さらにマクロを

使用して、ボタン 1 つで指定のネットワークドライブに画

像を転送させるようにしている。サイネージプレーヤー

は、一定時間ごとに、こちらの画像を読み込んで、表

示するように設定している。 

 

7-2．フロア 

図 20 ホワイエのカーペット 3 色を貼り分け  

 

今回、ホワイエフロアのカーペットの貼り替えを行っ

た。はり替えをおこなった。床材としてはプラネタリウム

と同じ、織物ビニル床タイル（ボロン系）を採用した。防

汚性にすぐれ、水分を吸収しないといった特性はホワ

イエでも有効である。 

なお、工期や納品が世界規模で遅れているなどの

影響で利用できる色は豊富ではなかった。その中で、

デザインとして、単純に単色や二色貼りではなく、施工

業者のアイデアをとり、天体現象をテーマにデザインさ

れた ECLIPSE PULSER AURORA の 3 色のタイルを全

体にグラデーションになるように貼り分け、ホワイエ入り

口から、プラネタリウム入り口にかけて、全体として宇宙

に入っていくようなイメージを作った。（図 15）  

 

7-3．その他（マイク・スピーカー）  

従来、ホワイエには音響設備がなく、各種アナウンス

は肉声、または臨時に設置したメディアプレイヤーとア

ンプで行っていた。 

今回、新型コロナウイルス感染症対策のアナウンス

などの必要性と、ワイヤレスマイクによるアナウンスを可

能にすること。また、イベント時にプラネタリウム場内の

音 声 を モ ニ タ ー で き る よ う に 、 ス ピ ー カ ー ２ 本

（YAMAHA  MSP5 STUDIO（67W）をホワイエの奥と

手前の天井２カ所に設置（図２１）し、プラネタリウム入

り口手前の小部屋にミキサーを設置して、任意の音声

を出力できるようにした。小規模なイベントなどにも活

用可能である。 

図 21 ホワイエのスピーカー（写真右上）  
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8．その他  

今回のリニューアルによって、全天周デジタル映像

システムからは、高コントラスト、6K 高解像度、低い歪

み、継ぎ目が目立たない美しい映像を表示できるよう

になった。 

しかしながら、投影するドームスクリーンが均一でな

ければ、映像の美しさは損なわれてしまう。2004 年のリ

ニューアルでは７ヶ月もの工期をとり、ドームパネルを

貼り直したため、非常に美しいしあがりとなっていた。  

しかし、それから１８年を経てドームには汚れがつき、

特に、天頂部はドームスクリーンパネル背後の防音材

の継ぎ目やスピーカー埋め込み部から空気が抜けるた

め、そのあたりが埃を集めて汚れが付着した。 

今回はドームスクリーンの貼り直しは行わなかったが、

汚れはいかんともしがたく。また、座席を補正するため

に埃が舞い上がり、さらに汚れが付着することは避けが

たかった。そこで、足場を組んで（図２２）ドームスクリー

ンの清掃を行った。 

図 22 ドームスクリーン清掃のためくみ上げた足場  

図 23 ドームスクリーンクリーニングの前後  

 

清掃は拭き上げるという単純なものであるが、コニカ

ミノルタプラネタリウム独自のノウハウがあるとのことであ

り、掃除用具や使用クリーナーの写真は掲載しない。

結果として、図２３の通りとなり、映像の美しさをしっかり

と表現できるレベルのスクリーンにしあがった。 

また、安全対策として、各部に可能なかぎり手すりを

設置し、段差部分には柵を設置している。 

 

9．おわりに 

本稿は、2021～2022 年に実施したプラネタリウムの

リニューアルについて述べた。今回のリニューアルでは

光学プラネタリウムと全天周映像システムの結合性を

大きく高め、シームレスに両システムのつくる映像を切

り替えながら解説、演出できるように、特にライブでの

解説で自在に扱えるようにと考えた。道半ばのところも

あるがかなり実現できていると思う。ただし、インターフ

ェイスや機能の設定のたやすさなどは改良の余地があ

る。使用法の工夫や開拓、小規模な改修やソフトの改

良で継続的によいものにしていく必要があろう。 

また、今回は上質な環境を提供するという目的もあ

った。座席の前後を広げたことは評価が高く、床材な

どを全面交換し、従来のプラネタリウムでは難しかった

明るい配色にしたことは一定評価を得られている。一

方で、古い設計のシアターに現代的な機器を入れて

いる関係で座席数を減らさざるをえず、映像機器をド

ーム内にも設置しなければならず、階段の均等ピッチ

は諦めるといった問題もある。これらは新規にプラネタ

リウムを設計するさい認識すべき問題である。 

なお、開館以来 33 年間で、機器は光学式プラネタ

リウムと音響、照明、座席が３代目、全天周映像システ

ムは２代目、そのプロジェクタは３代目のシステムとなっ

ている。現在の機器はコンピュータをはじめ無数の電

子機器を使っており、これらの廃盤などもあることから

15 年、途中で大幅な手入れをして 20 年が一つのリニ

ューアルの目途となっている。大きな費用がかかり、長

期の休館が必要なリニューアルは、そう頻繁にやれる

ものではない。しかし、かならずリニューアルが必要に

なる時期がくる。平素から利用者やスタッフの声を機器、

内外の様々な施設や機器の情報を集め、動向を予想

しておく必要があろう。 
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